
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

令和 3年 9月 14日 NO.566 齊藤篤 

―ＴＡＣ information―  )) 

９月１０日（金）向島支店管内の水稲

採種圃場にて、出穂期の一次検査を実施

しました。 

一次検査では、まず畦際から圃場全体

を確認し、隣接圃場の作付け品種や雑草

の発生状況などを確認します。 

次に圃場に立ち入って、草丈・稈長の

違いがあるかを確認します。ここで、異

型は株ごと除去します。 

最後に、病害虫や雑草が発生を確認

し、防除や抜き取りを行ってもらうよう

生産者に伝えます。 

今回の検査では、一部いもち病の発生

が見られましたが、そのほか生育は順調

でした。 

次回の糊熟期・成熟期に実施する二次

検査で合格すると、ようやく刈り取りを

迎えることとなります。 

 

写真は、今年のコシヒカリ（玄米）

です。 

昨年と比較して気温は低く推移し

ており高温の影響は少ない感じがし

ますが、若干刈取時期が早かったた

め、青未熟粒が目立ちます。 

今年は、積算温度の関係から刈取

時期においては、見極めが必要です。

これは、中晩生品種にも言えること

です。 

収穫期については、１穂の８５～

９０％程度が黄変したした頃ですの

で、圃場をしっかりと確認してくだ

さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収穫期については、１穂の８５～９０％程度が黄変

したころです。収穫期をしっかりと見極め、刈取を

行ってください！ 


